
無料プリント

国語「古文」　第1章．未然形接続の助動詞⑤

1 す 【解答】　 (1)、 (2)は左の活用表を参照。

　　 (3)　捕らえさせよう ＜古文＞ 月の都の人まうで来ば、捕らへさせむ
＜現代文＞ 月の都の人がやって参ったならば、捕らえさせよう

【主な意味と用法】　

　　　・   尊敬 これならむと思して近く寄らせ給ふに
 「～なさる」 （これだろうとお思いになり近くにお寄りになると）

　　　・   使役 あなかま、人に聞かすな
 「～させる」 （静かに、人に聞かせないで）

2 さす 【解答】　 (4)、 (5)は左の活用表を参照。

　　 (6)　面白がりなさって ＜古文＞ 興ぜさせおはしましつ
＜現代文＞ 面白がりなさっていらっしゃった

【主な意味と用法】　

　　　・   使役 燕の巣に手をさし入れさせて探るに
 「～させる」 （燕の巣にてを差し入れさせて探すと）

　　　・   尊敬 帝の御身は疲れさせおはします
 「～なさる」 （天皇のお体はお疲れでいらっしゃいます）

【 アプリ版のご紹介 】 古文・漢文 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　大化の改新以来の改革を集約して、701年にできた法律の体系は？
　(A) 十七条の憲法　(B) 武家諸法度　(C) 永仁の徳政令　(D) 大宝律令

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

古文・漢文を学習中の中学生、高校生必見！定期試験とセンター試験に頻出
の「古文単語」「古典文法」「漢文」を、完全に無料で学べるアプリが登場！！
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